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世田谷西部支部 
令和 7 年 10 月 1 日 発行 

〒157-0065 

上祖師谷 7-20-6 

℡ 3300-5653 

天理教世田谷西部支部（東麻分教会） 発行責任者 馬場理  編集 支部報編集部 

10月 

第 5 回 ようぼく一斉活動日 

日にち  11月 1日（土） 

13：30 開講 （13時 受付開始） 

15：30 閉講予定 

【内容】 

参加お供え：300円（お子さま連れの場合、中学生以下は不要です） 

プログラム ：1. 開会あいさつ 

        2. おつとめ 

        3. 諭達拝読 ※お持ちの方は、諭達をご持参ください 

        4. 教会本部からのビデオメッセージ 

        5. 講話 柏木大明先生（東中央大教会長） 

        6. 閉会挨拶 

※詳細は支部ホームページにも掲載しております 

 

【会場】千山分教会 
住所 世田谷区南烏山 2-32-1 

TEL 03-3300-5826 

交通 京王線 芦花公園駅下車  徒歩 5分 

駐車場 限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください 

〇託児  あり 
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